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○ 有機物混在下での働力の濃滅 有機物混在下でも変ゎらない除麗ヵ

グレー摯 鑢 覇鶯欲 徊 奮
主成分は食轟添加物に指定されゅ るcsE(グレープフルーツ種子抽出権)と精製水のみで構成されています。完全ノンケミカルでヵ ルギー等を引き起こさない極めて安全性が高い除藩剤です。

強い菌・ウグレスに対して第二機関での試験では、わずか撥 で鍮不活性化と瞬聞作用が実議され簸文発表されました。

CSEは転爆後も効桑が長時間持続する特性酪 ります。化学合成物鷲薬の除爾剤は驚早く分解することで安全性を担保して時ヽ表すが、シジ バ貯 ―は天然の抗繭として食品添加物に指定されており、優れ曜 境を保ちつつ効果が持続します。

睡液や血綾、嘱吐物など有機物が海機 てしヽる中で議、イヒ学合成物鷲系除菌剤は効力が低減します。これは作潟メヵ二な として有機物と反応したり、希釈され紳 らです。GSEは有機物瀧在下においても鮮鬱を受けな燎ヽことが第二機関は り実証されてしヽます。
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即効性/持続性/有機物影響に強い プンケミカル藤 続性施 機機に強ぃ

シ トラバスター



本讐最び研究機関に椰 て塞寵
餞験を実艤しており、学会機義も

化学舎威犠資を使藩していません
ので化学頭感をおこしません。
変色、構食憧もありません。

除爾爾へのご甍菫鐘封轟じ贔次懺代型蝙爾蠅

食昌講加櫛に指定されているGS瓢グレープ額子抽出犠た
構襲水のみ健用の売館 ンケ 霊覇欝驚1請羅撃閣摩蓑鶏窮琴零議ュ

持機性があるので一日…
のコーティングで館爾量が最
小で済み、費用対勤暴にす

資色、籍食性がないのであ
らゆるものにご健爾で書ます。

アメリカの躍科ジャーナルでは、ウィルス、薦800薇以.
葛爾類締100穣t書生虫拡対しての書麟性の報告が
なされています。当綴理においても、第二機関で機々
さ爾職勢 ィルスの有難性試験を実施しています。
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◎ 除菌勤果が連ゃかに分解消滅

の 有機鶴混在下での効力の消滅
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酸鸞代饉鶉爾鸞
※シ肝ラバスターは大学研斃擁畿、各奪簡驚糞機鶴にて突甕試験機待うている纂鶏です。

◎ _菫養筆尋奪下でも変わら紳 除議力
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クト勇壼鳥憑轟轟鸞調窯蝙
シトラバス輌 ―カ ルーツ蘊子から織畿されぬポリフェノール甍主成分とする天然撼菫襲輔會襲輔です。
ア嬢 ―ルや盤素等の化学犠賞を含鸞 ιツンタミヵルのため、あらゆる鶴繭の統醸対策に安心してお捜い頂け締 .

当攀品の豊成分ポリフェプール(麟購朧彎 ボノィド)は統菌力が機めて高く、綿 に、魏ウィルス作難も鶴待鸞 、作躍篭
撻機させる特難があります。

濾爾爾鑢購慮饉鸞麟移甦



シトラファインX藤鶴 (シ トラノ`スター〉乾爆畿棒の抗薦鑢 態試験

`.換
査機露 :鵞燐彗生― 摯 轟 議 鸞難 螢之

2穣 嬢螂晨 :(尋 腱 ミヽ蒔 0月 15日 "鋼"螂
月餞 餞

3 勢  :(1)プ ランタ(瀾饉督轟レ,″勢

`試 篠条件

5試 験方法

La後～78冊2●℃放橙

検体嗣崇 :シド″ ァイン漆を譲饉生理食塩水をRいて501D(X
5欲,艤 駅したも0を、3X識 に靭り出した滅菫検壺′リ ク
表藤l_02“1諮沫燿理機、25℃のフラン響内で所定期間(寵
後、1 2.3.4.5.6.7日 樹)範爆したものを供した。また、未
撻量め濾穂ケンサパックをプランクとした.

前堵養膜 試菌は標準寒天嬢地 (日 水)で37℃24時間前培養し
て試壌l_僕した。

藤液機 ,樹鶴養した撲試饉は1/500N8籍場を用いて雑 X
10CFU/mに なるように鋼豊し作製した。

講塙養 :供献委護標警蒙実織輸 (轡水)で37℃醸 風驚
培秀して試験に供した。
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インフルエンザウイルス不活性化定量試験
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ウィルスと鑢

赫

北里大学 圏欝簿生学部
(シ トラバスタ‐線減)のウィルス不話機驚饉量識議

(シ トラバスター薫渡〉
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6.試 験方法

総鼈毒性麟 で得た細腱毒性濃度以下に調整した試験轟の議 (104倍希釈液
)にインフルエンザPr‐ ィルスを1√l唾旗えた (ウ ィルスあ最終議度は10
関 な1にな/● ようにリン醸攣衡液で譲整した。)作用激 tま室温とし、作用
時間は粉 間、船分、翻 及び軸 とした。作用滅中の生残ウィルス灘をブ
ラック法で定量した。試験品の濃顧 %の作附濠 (リ ン農鍵鋳液)の生甕ウィ
ルス量を不活1壺1ヒ率0%と して、試験品のウィルス不活性化率をま
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グレープフルーツ種子機出における合成強菌斎配合検査
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懸 使用方法
。ご使用前に軽く振つてから直接スプレーして下さい。
・ななどに業み込ませて検いて下さい。
日 取援例

琴〕貫量露識妻警P湊露寧7ラ」菫FttF千撃レ子F争1'苺F撃撃彎撃し
'鷺震輌饉:ナζ?螢きこ]χl里雰奪悪磯露撃撃鷲番重後ふ響羅書禁F安心して

機 注意事項
・直射B光や高温多湿を避け常潟で篠管して下さい。
・目に入ったら液水でよく灘いながして下さい。

・ 同同鰈鰈
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検査成績書
20191「 3月 8温

製 品 名 シトラバスターrich
一 般 名 三二■プフルーシ種子轟嘉蒻
製造ロット番号 : r19008b

項 目 規  格 検査結果 判 定

性 状 淡黄色透明 ,粘議の液体 淡黄色透明・粘調 合 格

p壼 3. o～ 4. 5 3. 48 合 格
重 金 属
(Pbと して) 2. Omg,l t O 0 erJT 検出せず 合 格
ヒ 一素

(A s203と して)
検螂しないこと 検出せず 合 格

一般生菌1数 3oO個/g以下 3oo個/g以下 合 格

大腸菌詳 陰性/′ 2.22g 陰lt 合 格

トリクロサン 検出しなぃこと 検出せず 合 格
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